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 わたしは、若い専任宣教師として
赴任した最初の任地で、倉庫の
2 階を改築した小さなアパート

に住みました。アパートの外にある階段
を上がった先にあるわたしたちの部屋の
前には、使い古した大きなソファーが置い
てありました。この「外廊下のソファー」
は、わたしと同僚にとって格好の毎日の
聖典学習の場所でした。

宣教師としての奉仕を始めたばかりの
わたしは、当時の伝道部会長から頂いた

「レッスンプランとレッスンで使う聖句を暗
記する」というチャレンジに真剣に取り組
んでいました。聖句は小さなカードに書き
出して、しばらくカードを眺めた後に目を
外し、何度も何度も繰り返し声に出して
読む、という学習方法を続けました。

そのソファーに腰掛けて勉強している
と、アパートの前に広がる街並みと広い
空の中に、少し離れた国際空港に着陸し
ようとしている降下中の旅客機が、うっす
ら見えたことがありました。

同僚が顔をあげて、わたしに質問をしま
した。「長老、あの旅客機はここからどの
くらい離れているか、分かりますか？」不
意を突かれたわたしは、「多分数百メート
ルくらいですか。そんなに離れていません
よね」と答えました。すると同僚はその
答えを待っていました、と言わんばかりの
にやけた顔で、わたしにこう答えました。

「2 年間ですよ、あなたにとっては。」わた
しにとってその旅客機に乗るのは宣教師
としての奉仕を終えたときであり、奉仕を
始めたばかりのわたしにとってまだまだ先
ですよ、そんな冗談だったのです。わたし
は同僚と顔を見合わせて笑いました。

わたしにとって宣教師として奉仕する
期間は短いものではありませんでした。
しかしこれまでわたしが歩んできた人生
を振り返っても、その期間は決して長いも
のではなく、毎日主の愛と導きを受けな
がら、福音をまだ知らない友人と地元の
教会員のために奉仕する、とても充実し
た期間でした。批判され失敗して、自分
の力が足りないことを痛感しましたし、主
の贖いによって人々の生活が変わり、共
に喜びの涙を流すこともしました。神権
が神の力と権能であって、全ての神の子

どもたちを癒し導くことができることも知
りました。わたしは、わたしのことを待つ

「愛する天の友」を見つけるために伝道に
出て奉仕しましたが、天父と御子イエス・
キリストはわたしに「友」を見つけるだけ
でなく、わたしの生涯にわたって導き手
となり守りとなる「御霊を認識する力」と

「証」を築くという、何にも代えることが
できない機会を与えてくださいました。

預言者ジョセフ・スミスは、福音を宣べ
伝えることについて次のように宣言しまし
た。「真理の旗が掲げられています。いか
なる汚れた者の手も、この御業の発展を
止めることはできません。迫害は威を振
るい、暴徒は連合し、軍隊は集合し、中
傷の風が吹き荒れるかもしれません。し
かし神の真理は大胆かつ気高く、悠然と
出で立ち、あらゆる大陸を貫き、あらゆる
地方に至り、あらゆる国に広まり、あらゆ
る者の耳に達し、神の目的は成し遂げら
れるでしょう。かくして、大いなるエホバ
は、御業は成ったと告げられることでしょ
う。」※ 1 青少年、若い兄弟姉妹の皆さん、
皆さんはこの時代にとっておかれた特別
な方々です。神の真理、回復された主イエ
ス・キリストの教えをあらゆる国と地域に
携えていくという特別なミッションを、皆
さんの全ての時間と力と才能をささげる

「宣教師として奉仕する」機会を通じて成
し遂げることが出来ますように。そしてそ
の機会が訪れるときに向けて、今備えるこ
とが出来ますように。わたしは天父と御
子イエス・キリストが生きておられ、皆さ
んのことを、わたしたちが想像することも
出来ないほどの大きな愛で包み込み、導
いてくださっていることを証します。◆

※ 1 ─ 1842 年のジョセフ・スミスの言葉。 History of 
the Church 第4巻 540。教義と聖約 76：3 も参照
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今の状態だと「ヤング奉仕宣教師」※ 7 に
召される可能性があると教えてくれまし
た。頭では、神様から召されているので
どちらでも良いと考えていたのですが、心
の中で、ヤング奉仕宣教師はティーチング
宣教師より下の存在だと勝手に思ってし
まっていました。もし自分がヤング奉仕
宣教師になったら、「やっぱりそらちゃん
には宣教師は無理だったかぁ」とか、周
りにそういうふうに見られるのではないか
という不安と恐怖を感じました。

そのとき、高
たか

畑
ばた

ワードで働く姉妹宣教
師が、「奉仕宣教師はティーチング宣教師
と同じ特別な召しだよ。人からどう思わ
れるか考えなくても大丈夫だよ！」と強く
励ましてくれました。

伝道の準備をする中で宣教師と過ごす
ことが多くなり、彼女たちから「愛し、分
かち合い、招く」ことの大切さを学びまし
た。模擬レッスンに参加したり、宣教師
のお友達と一緒にインスティテュートやご
飯に行ったり、仲良くなったお友達のバプ
テスマを見ることができたり、いろんな経
験を積み重ねていくうちに、「もしかした
らわたしは宣教師として召されないかも
しれないけれど、わたしに今できる伝道

をしたい、宣教師を助けたい」という気
持ちが湧いてきました。

心の促しに従って

わたしには高校のときからの大切な友
達がいます。わたしたちはアニメやゲー
ムが好きで、趣味もお気に入りのアニメの
ジャンルも似ていました。わたしは学校
帰りによく彼女の家に行って、一緒に絵を
描いたり、ゲームをして、楽しい時間を過
ごしました。

昨年11月、彼女の家で一緒に過ごして
いたときのことです。「インスティテュー
トに誘った方がいい、誘った方がいい」と
ずっと心の中で促しを感じました。でも、
以前誘ったときに彼女の予定と合わなく
て断られたことがあり、「また誘ってしつ
こく思われたらどうしようか。一番の仲良
しとの縁がなくなったら嫌だな」と、なか
なか話し出せずにいました。友達と別れ
て、インスティテュートハウスに向かうバス
の中でも、「ああ、言えなかった。やっぱり
言った方が……」と葛藤で苦しみました。

そんなとき、祈るべきだという思いを感
じました。神様に助けを願ってから友達
に LINE を送りました。「今度、一緒にイ
ンスティテュートに行けたらいいなと思っ
ているんだけど、どうかな？」するとすぐ
に、「いいよ！」と返信があったのです。
その晩、インスティテュートに出席し、先生
に友達が来ることを伝えました。

そして約束の日から何度かクラスに出
席した後、 インスティテュートハウスの先
生の部屋を借りて、姉妹宣教師と彼女、
伝道から帰還した友達とわたしの 5 人で

「救いの計画」 のレッスンが始まりました。
彼女の手には、高1のときにわたしがプ
レゼントしたモルモン書がありました。
わたしは「神さまはあなたのことを知って

いて、愛してくれているよ」と証しました。
最後に姉妹宣教師が「救いの計画を信

じますか？」と尋ねると、彼女は「信じま
す」と答えました。

その真剣な表情を見て、胸がいっぱい
になりました。愛し、分かち合い、招くこ
とが、どれほどすばらしい経験や祝福、
喜びをもたらすかを知ったのです。

神様の御心

わたしは、「伝道の申請をとにかく出し
てみよう。そして、どういう結果であって
も、それを引き受けて頑張ろう」と決意
しました。「病気が落ち着いてからでも」
と考えていた家族も、「これは神様と本人
との関係のことだから」と、わたしの選択
を支持してくれました。

召しが届いたときは本当に嬉しくて、感
謝の祈りをしたときには、「頑張りました
ね」と神様も喜んでくださっているように
感じました。

今年3月にヤング奉仕宣教師に召され
て、4か月が過ぎました。「申請書をすぐに
出して本当によかった。これが神様の御
心だったな」と感じることがよくあります。
今は、おもちゃ図書館でのボランティアや、
レッスンの立ち会い、活動への招きなどの
奉仕をしています。奉仕をしているときは
とても楽しく、証が強められています。

環境が変わったストレスから体調の波
や試練もありますが、徐々に乗り越えて
いけるという確信があります。この召し
を通して、神様や、弱さや苦しみを抱えて
いる人々に仕える機会に感謝しています。
わたしはいろんな人からの愛、そして分か
ち合いと招きを通してこの召しをいただ
くことができました。わたしも愛し、分か
ち合い、招くことで祝福を受けています。
本当にこれは真実です。◆

 わたしは19、20歳の頃に、大好
きなおばあちゃんを亡くし、仕
事でも嫌なことや大変なことが

いっぱいあって、そういったストレスをた
くさん溜め込んでしまいました。一気に
自分が崩れていくような感覚を体験して
からは、人を怖いと感じたり、涙が止まら
なかったり、ベッドから起き上がれなかっ
たりで苦しみました。心療内科でカウン
セリングや薬物療法を受けるようになっ
てからは、症状は安定したものの、いつし
か宣教師になるのは不可能だと思うよう
になりました。

YSA※１カンファレンスにて

2022年３月のYSAカンファレンスで
は、青少年のときから仲の良かった友達
に久しぶりに会えて、楽しい時間を過ごし
ました。自分が伝道に出たいのかどうか
あまり分かっていなかった時期で、友達
に色々聞きたいと思っていました。伝道
から帰還した子たちは、「大変だったけど
祝福されていた。楽しかった」と語り、霊
的な経験や証を話してくれました。結婚
か伝道かで迷っていて、カンファレンス後
に伝道に出ると決めた友達もいました。

「すごく差ができている……」

伝道に出た子は自信があってキラキラ
していて、自分とかけ離れていると感じて
ちょっとしんどかったです。これまでちゃ
んと真面目にやって来たし、証もあったけ
ど、病気になってからは、自分から霊的な
ものを選ぶことをしていなかったし、イン
スティテュート※ 2 にも行かなくなったこと
もあって、「他の子と比べて、聖典の知識
も全然ないな」って。病気になってまだ
間がないけれど、「もっと成長する必要が
ある」と感じました。

わたしは何をすべきか
「やっぱり伝道に出た方がいいのかな。

でも、宣教師にならなくても伝道はできる
な。わたしはどうしよう。」頭の中は、そ
んな考えでいっぱいになりました。

YSAカンファレンス翌月の総大会でネ
ルソン大管長は、「平和の福音を宣べ伝え
る」と「霊的推進力」の２つの説教を通
して、わたしの思いを照らしてくださいま
した。大管長は、「伝道に出ることを主が
望んでおられるかどうか知るために祈れ
ば、聖霊があなたの心と思いにこたえて
くださいます。」※ 3 また、「わたしたちは神
殿でさらなる聖約を交わし、そこでさらに
大いなる約束を受けます。儀式と聖約に
よって、わたしたちは神性の力を得られる
ようになります」※ 4 と語られました。

今わたしがやるべきことは、伝道につ
いて祈ること。そして、伝道に出るか出な
いか以前に、エンダウメント※ 5 を受けるべ
きだと感じました。すぐに、祈りや断食、
聖典を読むなど、できる限りの準備を始
めました。

祝福文の答え

ある朝、祝福文※ 6 を読んでいるとき、
「わたしの人生は、本当に伝道なんだな」
と感じる文がありました。小さいときか
ら何も怖がらずに教会のいろいろな活動
に友達を誘ってきたことが思い起こされ、

「わたしが伝道に出たい、出たくないでは
なくて、神様はわたしに伝道に出てほしい
と望んでおられるんだ」と知りました。

5 か月後、わたしは東京神殿でエンダ
ウメントを受けました。聖約を交わしたと
き、「自分のことだけでなく、家族や子孫
のためにも、わたしは変わらなければなら
ない」と感じ、聖約には試練を乗り越えさ
せる祝福と力があることを知りました。

天使の助け
伝道の準備をし

始めたとき、それま
で誘惑だと感じな
かったことも誘惑
と感じるようになり
ました。わたしの中
には自分を好きに
なれないわたしも
いて、家族に優しく
できなかったとか、
ちょっとしたことで
も自分を厳しく責
めてしまいます。「なんでわたしはこんな
風になっちゃったんだろう。こんな自分
は嫌いだ、消えてしまいたい、わたしは弱
すぎる、誰からも愛されない……」そして、

「伝道に出るにふさわしくない」と思ってし
まうのでした。友達が「そんなことないよ」
と言ってくれても、信じられませんでした。

でも、相談しているときには御霊を感じ
られたので、両親やビショップ、信頼でき
る友達に積極的に相談するようになりま
した。苦しいときでも、教会やインスティ
テュートに行って、霊的なものを受けるよ
うに努めました。そんなわたしに主は天
使を遣わしてくださいました。伝道地か
ら励ましてくれる友達もいましたし、姉妹
宣教師たちは、聖句や指導者の言葉を分
かち合ってくれたり、一緒に祈ってくれたり
して、神様の愛を感じられるように助けて
くれました。今経験している弱さは、人の
辛さや苦しみを理解して助けられるように
与えられていること、試練のときにあって
も、人にミニスタリングし、奉仕するなら、
喜びを感じられることを知りました。

今できる伝道を

その頃お父さんが、健康に不安がある

愛し、分かち合い、招く喜び
わたしにできる伝道─ 中

なか
島
しま
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姉妹　名古屋伝道部専任宣教師

Young Missionary's Story ─
宣教師のものがたり      

※ 3 ─ ラッセル・M・ネルソン「平和の福音
を宣べ伝える」 2022 年4月総大会説教
※ 4 ─ ラッセル・M・ネルソン「霊的推進力」
2022 年4月総大会説教

※ 1─ Young Single Adult：18歳から
35歳の独身成人会員
※ 2─18歳以上の若い世代がキリストの
教えを学ぶ教会の教育講座。教会の経営
する大学では正式な単位として扱われる

※ 5 ─ 神殿における、神様と神聖な約束（聖約）を交わす
様々な儀式の集大成と位置付けられる儀式
※ 6 ─ 教会員が、一個人の人生の指針として授かる神様
からの啓示。祝福師という神権の職を持つ人を通して受け
るので「祝福師の祝福」と呼ばれる

※ 7 ─ キリストの教えを聞く人を見つけ、教える「ヤング
ティーチング宣教師」に対して、奉仕の行いを通じてキリ
ストの教えを体現し、良い影響力を発揮するのが「ヤング
奉仕宣教師」。どちらも大管長会から召される専任宣教師

中島美空姉妹中島美空姉妹
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いなければなりません。『わたしに従っ
てきなさい』※ 1 を使って勉強を始めまし
た。テキストを読み、子どもたちに興味を
持ってもらえる組み立てを求めて頭をひ
ねりました。元気な子どもたちにレッスン
をすることは本当に楽しかったです。教
会に戻った当初の切迫感はすっかり忘
れ、来週レッスンだから、と自然と教会に
集う生活になっていました。

YSAの仲間たち

また、ワードのYSAメンバーも温かく
受け入れてくれました。町田ワードには
有志が主催する様々なサークル活動が
あります。わたしがガンプラ※ 2 が好き
なことを知ったYSAリーダーの兄弟は、
サークル「ガンダムの会」に誘ってくれま
した。プラモデルが好きな 5人から 8人
くらいが集まって、時々会話しながら一緒
に作ったり塗装したりするのは楽しい時
間でした。ほかにも東京の名建築を巡る

「建築散歩」（父も母も建築設計の仕事に
携わっていたので建物に関する興味が結
構ありました）や、イラストや小説をはじ
め様々な創作活動を行う「クリエイター
サークル」等、サークル活動は、わたしが
ワードになじむ助けになってくれました。

生まれてこのかた福音を疑ったことは
なくて、お祈りに答えが来るのも、聖文
が力強い本であることも知っていました。
教会に行かなかった時期はありました
が、小さい頃から福音そのものは好きで、
宣べ伝える機会があるならやってみたい
かも、とは思っていました。

その思いを強めてくれたのは町田ワー
ドの方々です。YSAの中には帰還宣教
師も何人かいて、こういう人たちのように
なれるなら、と思ったからです。

特に YSAリーダーの兄弟が印象的で
した。人々に愛を示すというのを、堅苦し
くなく義務感でもなく、一緒に仲良く楽し
くしたい、と自然に行っていました。キリ
ストのような模範に思えました。その姿
を見て、わたしもこんなふうに自然に人々
に福音を伝えたい、と思うようになりまし
た。行くとしたら大学 2 年のこのタイミン
グしかないか、と思いました。

導かれた任地

2024年2 月に伝道の申請書を出し、
召しが来たのは3 月28日です。4月14日
にアメリカの MTC※ 3 へ来るようにと書
いてありました。数か月あると思ってい
た準備期間が 2 週間しかなくて、神様
は、物事を先延ばしにするわたしの傾向
をよく御存じだなと思いました。同時に、
自分のことを必要としてくださっている
と実感しました。

MTCのトレーニングを終えた 7月、あ
るワードに赴任します。その近況をフェイ
スブックに投稿したところ、町田ワードの
YSAリーダーからメッセンジャー※ 4 で連
絡がありました。
「1 つお願いがあります！
（町田の）教会員の知り合いで、周りに

YSAの仲間がいなくて寂しい思いをして
いる方が居ると聞いてます。もし、機会
があれば話しかけてみて欲しい〜！」

わたしが赴任したワードにいるご家族
の娘さんについてのお願いでした。彼女
がもの作りに興味があることを知って、

「クリエイターサークル」にリモートで参加
してもらおうと思いついたのだそうです。
サークルのみんなで招待状を作り、赴任
先の宣教師アパートに送ってきました。

この件でわたしがしたことは、招待状
を渡すという小さな働きでしたが、YSA

リーダーの兄弟は、「クリエイターサークル
にも参加したことがあって繋がりのある
村中長老が、今そのワードに赴任したこ
とは、決して偶然ではない」と感じていた
ことを後に知りました。

偶然はない

伝道活動をしていると、何年も前に宣
教師に会って福音を聞かれた方や、モル
モン書を受け取られた方に会うことがよ
くあります。教会がやっていると全く知ら
ずに日本語会話クラスに来てくれたフィリ
ピン人、その方のお母さんが教会員だった
こともあります。

それらは偶然ではなくて、神様は全部
分かっていてわたしたちと人々をめぐり
合わせてくださるのだな、と感じます。わ
たしたち宣教師が改宗に導くのではなく、
そのガイドを少しさせていただくというの
が正しいな、と思います。神様と聖霊が
伝えてくださる。それがなければ宣教師
は何もできません。

宣教師の務めは福音を教えることです
が、キリストのような特質を通じて福音を
実践する姿を見てもらう役割もあります。
両親をはじめ、故郷の広島光ワードや多く
の会員の方々が、長い時間をかけてわたし
の中に積み重ねてくださった福音を、町田
ワードの皆さんのように自然に、キリストの
愛をもって伝えていきたいです。◆ 

 わたしは教会員の両親のもとに生
まれ育ったいわゆる「二世」で
す。 2022年の春、大学進学の

ため東京でひとり暮らしをすることになり
ました。引っ越しの準備で忙しくしてい
た頃、ある言葉が頭に浮かんできました。

「あなたは教会から離れて生きること
はできない」

わたしの場合、神様の導きは、文字、日
本語という言語を通して出てきます。言
語は認識して言葉になるので、ぱっと言
葉が心に浮かぶ感じで何かを受け取る
のです。その言葉について、そのときは

「そっか」と思っただけでした。

わさびを育てる

上京して間もなく、ホームセンターの
店頭にわさびの苗が売られているのを
見つけました。家でも栽培できることに
驚き、わさびがすごく好きということも
あって、2 株ほど購入して育てることに
しました。

苗は大きめのプランターに植え、直射

日光が当たらないよう資材を組み合わせ
て日よけも作りました。わさびは湿った
状態を好むので、朝晩2回、大量の水や
りが必要です。少し面倒ではありました
が、せっかくの機会だと思ってこまめに
世話をしました。

ある日、水やりをしていると、

「このわさびは、あなたの生活の予
よ

型
けい

ですよ」

という言葉が心に浮かんできました。
そのとき、これは自分自身だな、と思いま
した。わさびがどのように育つかが、自
分の生活と信仰の状況を表していると感
じたのです。

夏休みは広島の実家に帰らねばなら
ず、自動で水やりをしてくれる簡易装置
をプランターに据え付け、帰省しました。
ところが、2週間後に東京のアパートに
戻ってみると、わさびは枯れていました。
装置に用意した分の水では足りなかった
のです。今からでも水をやろうかと思い
ましたが、葉っぱも全部落ちていたので
諦めました。そしてわさびが枯れた頃か

ら、わたしは教会に行かなくなっ
ていきました。

教会に行かなくなった主な原
因は、アルバイトのしすぎです。

夏前から始めた飲食店でのアルバイト
が楽しく、働けば働くほどお金がもらえる
ことが単純に嬉しくて仕事の予定を詰め
込みました。生活サイクルはみるみるう
ちに崩れました。日曜日にアルバイトは
入れませんでしたが、よく働いていたの
が夕方から25時までの時間帯だったた
め、土曜深夜に帰宅して就寝、目を覚ま
すと11時で、もう教会はいいや、という日
が続くようになりました。

コロナにかかって

2023年の 1月、わたしは新型コロナウ
イルスに感染しました。一人でおとなしく
横になっていると、ふと、ひどく散らかっ
た部屋が目に入ります。

唐突に「死ぬかも」という思いが湧い
てきました。理屈ではなく、頭の中で警
告を受けた感じです。

そのとき初めて、自分の生活が福音か
ら離れたものになっていることに気が付
きました。教会に行かなくなって数か月
がたっていました。そして以前受けた導
きをようやく思い出しました─「あな
たは教会から離れて生きることはでき
ない」。

コロナから全快したわたしは、2023年
2月、上京当初に通っていた東京西ステー
クの町田ワードへ再び足を運びました。
主の言葉を思い出し、導きに従わなけれ
ば死んでしまうという命の危険を感じた
からです。

なかば義務感で教会に行ったのです
が、2週間後にプライマリーの勇者クラス
の教師として召されました。

村中 琉 長老村中 琉 長老

Young Missionary's Story ─
宣教師のものがたり    

※ 1 ─ 家庭と教会で福音を学ぶためのテキスト
※ 2 ─ アニメーション『機動戦士ガンダム 』シリーズに
登場するモビルスーツ（ロボットの一種）のプラモデル。

「ガンダムのプラモデル」の略

※ 3 ─ 宣教師訓練センター。日本人宣教師は米国ユタ州
プロボのMissionary Training Centerに入ることが多い
※ 4 ─ 宣教師は伝道のツールとして、SNS のフェイス
ブックとメッセンジャーを使うことが認められている

神様は全部わかっておられます
わたしとすべての人に注がれる主の愛と導き─  村

むら
中
なか

 琉
りゅう

長老  名古屋伝道部専任宣教師
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ようになりました。会員の方々の助けによ
り、日本札幌伝道部で働く召しを受けま
した。想像していた楽しい日 と々は異な
り、凍えるほど寒い雪の中で伝道するの
は辛いものでした。

その頃、レッスンを聞いてくれるのは一
組の老夫婦だけでした。 90歳の寝たき
りのおじいさんに、80歳のおばあさんで
す。おじいさんはレッスン中に寝てしまい
ますし、おばあさんはイエス・キリストの
名前さえ覚えることができません。それ
でも、彼らは熱心に福音を学ぼうとしてい
ました。訪問時には必ずこたつの上に、
モルモン書とレッスンガイドが綺麗に並べ
て準備してありました。

あるときは、寝入っているおじいさんを
起こすのはかわいそうだと思い、おばあさ
んだけでレッスンを進めることを提案しま
した。すると、おばあさんは言いました。

「起こさなかったら、わたしが叱られてし
まうんです。それくらい、あなたたちが来
るのを楽しみにしているんですよ。」彼女
が指差した先にはカレンダーがあり、わた
したちが来る日に大きな赤い丸印が付け
てありました。

わたしたちと老夫婦は良い関係を築い
ていたものの、レッスン 1※ 2 から先に進
めないでいました。訪問する度に、前回
のレッスン内容を忘れてしまっているから
です。別の宣教師たちからは、時間の無
駄だと笑われました。ついにはこの件が
伝道部会長の耳に入り、訪問をやめるよ
うに言われました。わたしが反論すると、
会長は次回の訪問時に AP ※ 3 を連れて
行くように言いました。レッスンの継続に
ついては彼が判断するものとし、その決
定に必ず従うようにと言うのです。

おばあさんの不自由な両手

おばあさんは両手が不自由でした。若
い頃、クリーニング工場で働いていたと
きに誤ってプレス機※ 4 に手を挟まれ、大
やけどを負ってしまったそうです。両手と
も、親指以外の４本の指は、皮膚が溶け
てくっついたままになっていました。どん
なに熱く、痛かったことか……包帯をグ
ルグル巻きにした手で家事や育児をこな
し、今では夫の介護をしている彼女の苦
労を思うと、胸が苦しくなりました。

わたしたちは老夫婦に、伝道部会長か

ら指示されたことを正直に伝えました。
おじいさんはガックリとうなだれて涙をこ
ぼしました。「……わたしたちは年寄り
だから覚えることが難しいけれど、それで
も神様のことを学びたいんです。」絞り出
すような声でそう言いました。こんなに
謙遜ですばらしい人たちを神様が見捨て
るわけがない！！ わたしは同僚と一緒に
助けを求めて祈り、レッスンの前日には断
食しました。

レッスン当日は、老夫婦の緊張がひし
ひしと伝わってきました。わたしたちは
何度も繰り返してきたレッスン 1をもう
一度教えましたが、おじいさんは途中で
眠ってしまいました。頼みの綱はおばあ
さんだけです。レッスンが終わると、AP
の長老はイエス様の絵を見せながら、「だ
れか分かりますか？」と尋ねました。お
ばあさんはしばらく考えてから、「先生」
と答えました。次にジョセフ・スミスの絵
を見せられると、おばあさんは何か答えな
ければと必死に辺りを見回し、「ヨハネ」
と答えます。わたしと同僚は目を合わせ
てため息をつき、肩を落としました。

すると、おばあさんが口を開きます。
「そういえば昨日、先生が夢に出てきたん
です。」わたしたちは驚いて身を乗り出し
ました。

「先生」の腕に抱かれて

「広い原っぱのような所にたくさんの人
がいて、先生が色々な人と話しておられ
ました。先生はわたしのところに来ると、
名前で呼んでくれました。それからわた
しの手を取って、こう言ってくれたんです。

『痛かったでしょう。辛かったでしょう。
わたしはあなたが経験した苦しみをすべ
て知っています。』そして、こう約束してく
れたんです。『あなたの体は完全な形に

 わたしは両親と姉、弟の5人家族の
中で育ちました。はっきりとした
理由は分かりませんが、かわいが

られる姉と弟に対し、わたしは邪険に扱
われ、家族での外出時も一人取り残されま
した。「お前はうちの子供じゃない。」「ブ
ス。」「早く本当の両親が迎えに来るといい
ね。」両親から幾度となくそんな言葉を浴
びせられ、姉と弟には毎日のように虐げら
れ、いつも苦痛と孤独を感じていました。

12 歳のとき、母は病気で他界しまし
た。母が余命宣告を受けてから自殺未
遂を繰り返していた父は、精神病院へ入
ることになりました。「施設なんかに入っ
たら女の子は結婚できなくなる。」母方の
祖父の古い考えにより、残された子供た
ちだけで、両親がいないことを隠しなが
ら生活する日々が始まりました。度重な
る暴力に、劣悪な生活環境、周囲からの
偏見─もう死んでしまおうと、真冬に
家を飛び出したこともあります。

なぜ生まれてきたのだろう？

そのように過酷な日々を経て成人した
わたしは、人は何のために生き、死んだら
どこへ行くのだろうかと度々考えていまし
たが、わたしの質問に答えられる人はい
ませんでした。ある日、映画「サウンド・
オブ・ミュージック」※ 1 を観ていたときの
ことです。修道女見習いの主人公が神
様に祈るシーンを見て、ひらめきました。

「そうだ、分からないことは神様に聞けば
いいんだ！」

その晩、わたしは人生で初めて祈りを
ささげました。自分が生まれた理由、こ
の世でなすべきことを尋ねました。「歩
むべき道を示していただけるならば、わた
しはそれに従います。」

それからというもの、不思議なことが

次々と起こりました。宣教師に出会い、
何か特別な力によってこの教会に導かれ
ていると確信したわたしは、ついにバプ
テスマを受けました。

「ちゃんと神様に伝えたの？」

クリスチャンとしての生活は楽しくもあ
り、大変でもありました。教会では先祖
を敬い、家族を大切にすることに重きが
置かれています。福音を学べば学ぶほ
ど、心が重くなりました。家族のことを尋
ねられたり、家族に宣教師を紹介するよ
うに勧められたりすると、自分が封印して
いた負の感情を無理矢理こじ開けられて
いるようで苦しかったのです。

異常な環境で育ったわたしの気持ちな
ど、だれにも分かるはずがない─わた
しは教会を離れることにしました。改宗
後 1年間はお世話になった身として、せめ
てだれかにあいさつしてから去ろうと思
いました。これが最後の日、そう決めて
教会に行くと、わたしはそばにいた一人の
姉妹を呼び止めて言いました。「もう来
週から教会には来ません。今までお世話
になりました。」彼女は何があったのか聞
いてくれましたが、詳しく話す気にもなれ
ず、「どうしても納得できないことがある」
とだけ伝えました。

すると彼女は、「その気持ちをちゃんと
神様に伝えたの？」と言いました。目か
ら鱗

うろこ

が落ちたようでした。感謝や願いは
口にしていたものの、祈りの中で不満を
言ったことは一度もなかったのです。

わたしはひざまずいて祈りをささげま
した。「今までわたしはたくさん苦しみ、
辛い思いをしてきました。教会に集うこと
によってさらなる苦しみを味わうのなら、
わたしはもう教会へ行きません。」そう伝
えながら涙があふれました。

主の腕に抱かれて

その晩、わたしは夢を見ました。広い
原っぱのような所で、様々な人種の人が
一つの長い列を作っていました。よく見
ると、真っ白な衣を身にまとったイエス様
がおられます。イエス様は自ら一人一人
に近づいては、優しくお話をし、祝福をし
ておられました。どうしたらよいのか分
からないまま立ち尽くしていると、イエス
様が歩み寄ってこられ、わたしの名前を
呼ばれました。

「わたしはあなたが今まで経験した悲
しみや苦しみのすべてを知っています。
あなたがこの地上に来たのは目的と使命
があるからです。」

そうしてイエス様は、わたしがこの世で
果たすべきことを教えてくださいました。
わたしは頷きながら、それを行うと約束し
ました。

「あなたは必ず幸せになることができま
す。それはもうすぐ、もうすぐです。です
から最後まで堪え忍びなさい。」

そう言って、イエス様はわたしを優しく
抱き締めてくれました。

その瞬間に目が覚めましたが、抱き締
められた感触はまだ残っていました─
イエス様はわたしを御存じだったので
す！ わたしは次の日曜日も、その翌週も、
翌々週も……教会へ行き続けました。

覚えられない老夫婦

夢の中で伝えられた使命については、
どうしても思い出せませんでした。きっ
と、人生にあって自分で見いださなけれ
ばならないのだろうと考えているうちに、
宣教師になった方がよいのではと感じる

※ 1 ─ 名作ミュージカルをもとにした映画。第二次世界
大戦前、ナチスの占領下にあったオーストリアで、歌と家族
愛で人々を励まし続けた一家の実話に基づく

※ 3 ─ Assistant President：伝道部会長の補佐として
働く宣教師。男性の宣教師は「長老」と呼ばれる
※ 4 ─ 高温と蒸気で衣類のシワを伸ばしたり、形状を整え
たりするのに用いられる機械

※ 2 ─ 宣教師として教えるべき一連のレッスンのうち、最
初のレッスンを指す。イエス・キリストの福音の回復につい
て説いている

Young Missionary's Story ─
宣教師のものがたり  

主はわたしを御存じだったのです
伝道で出会った人生の宝物─ ウェザーストン秀

ひで
実
み

姉妹 ユタ州サラトガスプリングス
ユタマウントサラトガステーク  サンライズメドウズ第3ワード
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三
み

ツ
つ

谷
や

 幸
こう

治
じ

郎
ろう

・千
ち

恵
え

子
こ

福岡伝道部
東京ステーク  坂戸ワード

2025 年 6 月 30 日 伝道開始

桑
くわ

原
はら

 豊
ゆたか

・加
か

代
よ

子
こ

札幌伝道部
郡山地方部  会津若松支部

2025 年 7 月 1 日 伝道開始

森
もり

井
い

 義
よし

大
ひろ

・まゆみ
札幌伝道部

千葉ステーク  小岩ワード
2025 年 7 月 7 日 伝道開始

●	松戸ステーク水戸ワード
	 ビショップ：川

かわ

崎
さき

 泰
たい

三
ぞう

●	東京ステーク麻布ワード
	 ビショップ：伊

い

地
じ

知
ち

 豊
ゆたか

●	千葉ステーク千葉ワード
	 ビショップ： 笹

ささ

山
やま

 孝
たか

史
し

 
●	神戸ステーク姫路ワード
	 ビショップ：池

いけ

上
がみ

 秀
ひで

之
ゆき

皆様の証をお寄せください
『リアホナ』日本語版編集室 
（担当：岡田）

〒106−0047 
東京都港区南麻布 5−8−8
TEL. 080−2391−8841
E-mail： JPNLiahona@
churchofjesuschrist.org

◎商品に関するお問い合わせ
教会配送センター
TEL.	03−5668−3391 	
FAX.	03−5668−3392

役員の異動
2025年6月25日から 7月22日までに
教会組織指導者住所録で更新された
役員の異動（敬称略）

半
はん

田
だ

  響
ひびき

名古屋伝道部
北海道南ステーク

帯広ワード
2025 年 7 月 23 日

伝道開始

坂
さか

井
い

 篤
あつ

志
し

フロリダ州タラハシー伝道部
神奈川ステーク

川崎ワード
2025 年 6 月 25 日

伝道開始

貝
かいもり

森 クラーク 祐
ゆう

太
た

神戸伝道部
千葉ステーク

おゆみ野ワード
2025 年 7 月 23 日

伝道開始

塩
しお

 麻
ま

里
り

奈
な

カナダ・バンクーバー伝道部
神奈川ステーク

山手ワード
2025 年 7 月 21 日

伝道開始

村
むら

上
かみ

 牧
まき

人
と

名古屋伝道部
東京ステーク
桶川ワード

2025 年 7 月 23 日
伝道開始

大
おお

野
の

 寿
とし

宣
のぶ

福岡伝道部
東京ステーク
桶川ワード

2025 年 7 月 23 日
伝道開始

●上から氏名、任地（伝道地）、出身ユニット、伝道開始日

●教会機関誌リアホナでは、専任宣教師のご紹介を
掲載いたします。何らかのご事情により、ローカル
ページに掲載されたくない方がおられましたら、

MTC入所またはオンライン訓練開始までに右下欄
外のウェブフォームを通じてお知らせください。

逸
へん

見
み

 羅
ら

夢
む

仙台伝道部
神奈川ステーク

藤沢ワード
2025 年 7 月 2 日

伝道開始

● 宣教師紹介用ウェブフォームはこちら

https://bit.ly/4aPw4yG

復活します』と。それがいつかは分から
ないけれど、わたしはその日を楽しみにし
ています。」
─長老はイエス様の絵をもう一度取

り出すと、「あなたの夢に出てきたのはこ
の方ですか？」と尋ねました。「この方で
す。先生はわたしを優しく抱き締めてくれ
ました。」おばあさんはその絵を手に取る
と、そっと胸に抱き寄せました。

強い御霊がありました。わたしたち 3人
は涙をこらえられずに、教会までの帰り
道、黙ったまま泣きながら歩きました。す
ると、先頭を歩いていた長老が突然振り
返って、こう言いました。「姉妹たち、どう

か彼らにレッスンを続けてください。一週
間に二度でも三度でも、彼らを訪問して
あげてください。」

当時、伝道部のルールではレッスンは
週に一度となっていましたから、真面目
な彼がそんなことを言うなんてと驚きまし
た。わたしは念のため、「彼らはレッスン
を覚えられないし、おばあさんはイエス様
のことを先生と呼んでいるけれど、それで
も大丈夫ですか？」と聞きました。
「姉妹、あなたは聖書の時代に、イエス

様が『先生』と呼ばれていたことを知らな
いんですか？」長老はそう言うと、笑顔で
ウィンクしました。

イエス様は、わたしたちがまだ教えてい
なかった、おばあさんが最も待ち望んでい
たであろう復活に関する大切なメッセージ
を直接伝えられました。おばあさんの夢
は、以前にわたしが見た夢とまるで同じで
した。神様、イエス様はすべての人の名前
を知っていて、一人一人の思い、苦しみや
悲しみ、経験していることのすべてを御存
じなのだと、確かに分かりました。「人の
価値が神の目に大いなるものであること
を覚えておきなさい。」※ 5 すべての人は愛
されているのです！！ この経験は、今でも
わたしの人生の宝物です。◆

ウェザーストン秀実姉妹 ウェザーストン秀実姉妹 
バプテスマを施してくれたスカーディ長老とバプテスマを施してくれたスカーディ長老と

※5─ 教義と聖約18：10教義と聖約18：10
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